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リ
市

日
頃
の
研
鑽
成
果
に
満
ち
た

平
成
五
年
度
文
化
祭
リ

恒
例
の
下
市
田
区
文
化
祭
り

・
敬
老
会
を
、

区
と
公
民
館
共
催
で
、
去
る
十
月
十
六
日
０

～
十
七
日
Ｕ
に
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
文
化
祭
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

事
業
と
し
て
個
人

・
団
体
の
展
示
発
表
や
、

敬
老
会
に
併
せ
て
の
茶
道
部
の
接
待
、
個
人
、

団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
を
、
日
頃
の
研
鑽
成

果
と
し
て
、
区
民
の
皆
様
に
見
て
頂
く
場
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
日
間
共
天
候
に
恵
ま
れ
、
展
示
作
品
は

十
八
団
体
、
舞
台
発
表
は
十
八
組
二
十
二
種

目
に
及
び
、
ど
の
作
品
も
ど
の
種
目
も
常
日

頃
の
研
鑽
成
果
あ
ふ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
、

会
場
の
狭
さ
や
背
景
の
貧
弱
さ
に
、
気
が
ひ

け
る
思
い
で
し
た
。
敬
老
会
に
出
席
さ
れ
た

方
々
、
大
勢
参
加
し
て
頂
い
た
区
民
の
方
々

も
、
充
分
に
観
賞
観
覧
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
敬
老
会
に
は
、
七
十
歳
以
上
の
五
百
九
名

の
方
を
御
招
待
致
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は

卒
寿
以
上
二
十
名
、
米
寿
祝
五
名
、
喜
寿
祝

三
十
四
名
、
そ
の
他
四
百
五
十
名
で
あ
り
、

当
日
の
出
席
者
は
百
七
十

一
名
で
、
出
席
率

は
約
二
四
％
で
し
た
。

昨
年
か
ら
始
め
た
お
楽
し
み
大
会
は
、
参

加
人
数
も
増
加
し
、
文
化
祭
り
の
行
事
と
し

て
定
着
も
し
ま
し
た
。

今
年
も
担
当
者
の
反
省
会
を
持
ち
、
来
年

も
よ
り
よ
い
文
化
祭
り
と
す
る
べ
く
、
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
方
も
、

折
に
ふ
れ
て
御
意
見
を
寄
せ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。
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区
三
役
の
任
期
が
、
十
月
末
で
終
了
す
る
の
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
十
月
十
三
日
ま
で
に
、
立
候
補
者
及
び
適
任

者
の
推
薦
の
告
示
を
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
五
日
に
、
全
区
民
に
よ
る
信
任
投
票
を
行
な
い
、

新
三
役
が
決
定
し
ま
し
た
。

去
る
、
十
月
末
の
任
期
満
了

に
伴
う
、
区
三
役
の
改
選
の
結

果
、
心
な
ら
ず
も
引
き
続
き
区

長
の
重
責
を
御
引
受
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
非

才
、
特
に
年
令
的
に
も
不
適
任

と
思
い
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆

様
の
誠
意
を
謙
虚
に
受
け
止
め

て
、
こ
の
大
役
を
お
引
き
受
け

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
御
鞭
撻
と
御
協
力

に
依

っ
て
任
務
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

年
も
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
明
る
い
年
に
な

り
ま
す
様
念
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
区
三
役
の

改
選
に
当
た
り
再
度
任
に
就
く

事
に
な
り
ま
し
た
。

区
財
政
も
き
び
し
く
、
今
迄

を
点
検
し
、
対
応
出
来
る
区
政

を
追
求
す
る
事
が
肝
要
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
度
の
区
三
役
改
選
に
当
り
、

は
か
ら
ず
も
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
二
年
間
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
戴
き
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
当
然
任
期
満
了

交
替
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
処

で
、
少
な
か
ら
ず
躊
躇
致
し
ま

し
た
が
、
管
理
委
員
の
方
々
の

強
い
お
言
葉
に
従
い
ま
し
た
。

区長 下井武平副区長 富田隆仁

不
況
と
凶
作
の
い
ま
わ
し
い

会計 仲平員司

・
こ
の
上
は
、
会
計
の
職
務
の

大
切
さ
と
併
せ
て
、
公
平
均
衡

を
旨
と
し
、
財
政
運
営
に
は
厳

正
に
処
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。
宜
し
く
ご
協
力
の
程
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
ず
、
中
段
の
土
地
改
良
に

つ
い
て
は
、
去
る
十

一
月
十
三

日
関
係
者
の
総
会
が
開
か
れ
て

い
よ
い
よ
本
格
的
に
推
進
す
る

事
に
な
り
、
新
し
い
役
員
組
織

が
発
足
し
ま
し
た
。
大
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
区
と
し
て
も
全

面
的
に
御
支
援
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
神
橋
の
架
け
替
え

に
つ
い
て
も
、
去
る
十

一
月
十

三
日
、
地
元
に
対
策
委
員
会
が

発
足
、
出
砂
原
地
帯
の
将
来
像

を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
処
理
場
予
定
地

に
つ
い
て
は
、
先
ず
、
住
宅
の

あ
る
方
の
要
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
用
地
委
員
が
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
事
に
目
星
が

つ

き
次
第
、
次
の
段
階
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

振
興
総
合
計
画
の
平
成
六
年

度
分
の
地
区
毎
の
事
業
予
定
が

固
ま
り
、
町
と
の
最
終
協
議
が

十

一
月
二
十
四
日
に
行
な
わ
れ

事
業
予
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
実
施
に
当

っ
て
は
関

係
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、
下

市
田
地
区
の
法
線
が
決
ま
り
、

卜

一
月
十
九
日
に
現
地
説
明
が

あ
り
、
近
く
関
係
者
の
対
策
委

員
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
話
し
合
い
は

対
策
委
員
会
を
通
し
て
行
な
う

事
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
三
役
の

選
挙
に
つ
い
て

下
市
田
選
挙
管
理
委
員
長

壬

生

俊

幸

十
月
代
議
員
会
で
選
挙
管
理

委
員
会
八
名
で
発
足
、
直
ち
に

日
程
を
協
議
し
区
三
役
任
期
満

了
に
よ
る
区
民

へ
の
公
告
、
現

三
役
の
意
志
確
認
し
、
幾
度
か

の
委
員
会
で
情
況
等
検
討
し
再

任
の
意
見

一
致
を
得
て
、
当
人

に
直
接
現
在
の
情
勢
を
申
し
上

げ
る
為
に
、
委
員
全
員
で
自
宅

へ
伺
い
ま
し
た
。

知
識
経
験
豊
富
な
方
で
あ
り
、

山
積
す
る
区
の
諸
問
題
に
対
し

ど
う
し
て
も
必
要
な
人
で
あ
る

事
を
申
し
上
げ
再
任
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中
で

健
康
の
こ
と
、
家
庭
の
事
も
出

ま
し
た
が
、
『
ハ
イ
判
り
ま
し

た
』
と
帰
る
訳
に
も
い
か
ず
、

夜
十
二
時
を
廻

っ
て
い
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。

人
を
選
ぶ
事
、
お
願

い
す
る

事

の
難
し
さ
を

こ
れ
程

に
感
じ

た
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸

い
に
も
新
三
役
が
誕
生
し

ほ

っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

委
員

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し

た
。

(単位 円)

平成5年度下市田区一般会計前半期決算報告書
(自 平成5年 4月 1日 ～至平成5年 9月 30日 )

既収入金計  16,658,962円
既支出金計  14,278,066円
差 引残 高  2,380,896円

2【支出金の部】1.【収入金の部】

項   目 予算 額 既収入額

7.500,500

0

3,424,123

100,822

847,260

2,380,000

59,387

2,346,870

予算残額

区

繰

費

入  金

3町 支 出 金

消防義務金

諸 収 入 金

前期繰越金

7.040,500

7.740,000

2,575,877

1,199,178

352,740

120,000

1,190,613

△ 346,870

収入合計 36,531,000 16,658,962 19,872,038

項   目 予 算 額 予算残額

4,250,000

3,050,000

2,980,000

1,474,000

5.水

6. ′肖

木

利

防

5,117,228

253,271

302,251

3,353,963

7.751.772

700.()00

既支出額

448.729

903,749

6,646,037

1 245.767

1,502.880

3.004,233

1,547,120

2,280.000

1,474,000

支出合計 36.531,000 r 4, 278.066 | zz.zsz,ssn

下
市
田
区

新
三
役
の
紹
介
と
挨
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道
路
改
良
工
事

本
年
度
も
、
土
木
委
員
の
初

仕
事
は
、
春
の
里
道
作
り
前
の

敷
砂
利
作
業
で
し
た
。
年
を
追

う
毎
に
、
砂
利
を
必
要
と
す
る

箇
所
も
減
り
、
今
年
は
、
小
型

車
で
二
十
三
台
で
し
た
。
里
道

作
り
は
、
区
民
全
員
参
加
で
行

な
わ
れ
、
今
年
も
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

今
年
度
、
施
工
完
了
又
は
、

工
事
中
の
主
な
工
事
は
、　
一
―

一
号
線
橋
梁
工
事
、
Ｚ
坂
入
口

改
良
、
朝
比
宅
～
大
沢
宅
改
良

三
区
会
所
進
入
路
、
五
区
唐
沢

庭
　
村

　

一　

男

宅
～
木
村
宅
改
良
工
事
で
す
。

又
、
Ｕ
字
溝
布
設
替
え
工
事
は
、

学
校
平
、
四
区
会
所
入
回
、
出

砂
原

一
―
八
号
線
で
す
。

比
較
的
工
事
施
工
の
や
り
や

す
い
、
家
屋
の
少
な
い
所
は
、

横
線
、
縦
線
共
に
改
良
工
事
が

で
き
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、

残

っ
て
い
る
箇
所
は
、
家
屋
等

の
密
集
箇
所
で
す
。
地
権
者
は

も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
皆
様
の

一

層
の
協
力
を
得
て
、　
一
日
も
早

く
、
工
事
が
完
了
す
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

林
務
委
員
長
と
い
う
大
役
を

い
た
だ
き
、
前
二
期
を
振
り
返

る
と
、
私
の
前
の
職
場

（営
林

署
）
で
の
四
十
三
年
間
の
経
験

が
役
に
立

っ
た
と
思
い
ま
す
。

カ
モ
シ
カ
の
よ
う
に
、
山
を

走
り
廻

っ
て
、
造
材
検
知
も
し

ま
し
た
。
又
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
タ
イ

ヤ
シ
ャ
ベ
ル
等
の
大
型
重
機
を

使

っ
て
の
作
業
、
そ
れ
ら
機
械

の
修
理
等
、
す
べ
て
を
自
分
の

手
で
行
な
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
林
務
委
員
二
期
目

で
す
が
、
委
員
の
任
期
も

一
期

で
替
わ
る
区
も
あ
り
ま
す
が
、

後
任
を
作
ら
な
い
と
交
代
が
で

き
な
い
区
も
あ
り
、
そ
の
所
を

も
う
少
し
考
え
て
頂
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
引

き
受
け
手
の
な
い
任
務
で
す
が
、

任
期
の
内
は
、
も

っ
と
も

っ
と

区
有
林
に
プ
ラ
ス
に
な
る
様
な

計
画
、
そ
し
て
作
業
を
や
り
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
平
成
六

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
山

を
よ
く
見
て
調
査
し
、
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
頑
張
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（研
修
旅
行
の
報
告
）

意
義
深
か
っ
た

研
修
旅
行

区
の
三
役
、
代
議
員
、
公
民

館
三
役
、
そ
れ
に
公
民
館
の
公

使
を
勤
め
る
渡
辺
千
代
さ
ん
を

含
む

一
行
十
八
名
が
、
去
る
十

月
五
日
午
前
六
時
半
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
南
紀
勝
浦
に
向

っ
て

出
発
。
高
速
道
路
に
入

っ
て
間

1-1号線 橋梁工事

1-1号線 橋梁工事

学校平 U字溝布設工事

林
務
委
員
長
を
引
き
受
け
て

有

賀

重

昭

林務委員長

平成5年度下市田公民館中間決算報告書

(自 平成5年 4月 1日 ～至平成5年 9月 30日 )

既 収 入 額  1,534,867円

既 支 出 額  1,507.683円

残   高   27,184円

収入の部 支出の部 (単位 円)

も
な
く
サ
ロ
ン
バ
ス
の
後
部
席

は
急
に
賑
や
か
く
な

っ
て
、
親

睦
を
深
め
る
微
笑
ま
し
い
情
景

が
続
い
た
。
途
中
、
鬼
ケ
城

・

那
智
の
滝
等
を
見
学
し
、
四
時

半
に
は
予
定
通
リ
ホ
テ
ル
浦
島

に
到
着
し
た
。

翌
六
日
は
瀞
八
丁
を
船
で
見

学
し
、
そ
の
後
は

一
路
故
郷
に

向

っ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

本
当
に
意
義
深
い
研
修
旅
行
が

出
来
ま
し
た
。

三
区
部
落
長

木
　
下

　

　

豊

代
議
員
会
だ
よ
り

科   目 予 算 額 既収入額 科   卜| 予 算 額 既支出額

繰 越 金

繰 入 金

補 助 金

雑 収 入

言十

80,000

2,980,000

90Q,000

5,000

3,965,000

96,397

700,000

738,000

1,534,867

教 養 部 費

体 育 部 費

視聴覚部費

図 書 部 費

言十合

1,184,000

583.000

211,000

107,000

30,000

3.965,000

617,197

551,077

120,333

154,054

60,691

4,331

1,507,683

,

111'♀ 119'|
総 務 費

|

予 備 費

470

ム …
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下
市
田
区
、
視
聴
覚
部
、
教

養
部
の
合
同
に
よ
る
、
第
十

一

回
下
市
田
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
、

去
る
九
月
二
十
六
日
Ｕ
に
、
公

民
館
に
於
い
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。各
代
表
の
方
々
の
熱
唱
の
他
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
加
わ
っ
て
、

盛
大
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
方
の
慎
重
な

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

愛
の
讃
歌

宮

下

澄

子

…

主

区

◇
歌
唱
賞

お
し
ど
り

小

川

光

春
…
水
利
委
員

◇
努
力
賞

愛

燦

燦

下

平

志

信
…

二

区

◇
熱
演
賞

千

曲

川

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

参
加
し
て

下
平
志
信

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場
す
る

事
に
な

っ
て
、
ま
ず
困

っ
た
の

が
選
曲
。
何
を
唄
え
ば
良
い
や

ら
、
自
分
で
は
判
断
し
か
ね
て

主
人
に
選
ん
で
も
ら
っ
て
、
や
っ

と
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

楽
し
か
っ
た

一
夜

岡

本

　

孝

会
場
を
の
ぞ
い
た
途
端
、

コ

リ
ャ
ー
ス
ゴ
イ
、
と
驚
き
の
声

を
発
し
て
い
た
。
い
つ
も
の
殺

風
景
な
講
堂
と
は
別
の
会
場
の

様
に
明
々
と
照
ら
し
出
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
、
周
囲

一
面
に
配
置

さ
れ
た
オ
ー
デ
ィ
オ
や
ビ
デ
オ

の
装
置
等
、
感
心
す
る
や
ら
驚

く
や
ら
の

一
瞬
で
し
た
。

ど
う
せ
秋
祭
り
の
余
興
、
ぐ

ら
い
に
考
え
て
い
た
私
に
は
勝

負
の
始
ま
る
前
に
も
う

一
本
取

ら
れ
た
気
分
で
し
た
。
少
し
元

気
を
付
け
に
ゃ
―
、
と
御
神
酒

を
頂
き
な
が
ら
聞
く
各
地
区
代

表
の
方
々
の
歌
唱
の
す
ば
ら
し

少
し
は
練
習
し
な
く
て
は
い
け

な
い
だ
ろ
う
と
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
ヘ
。
ひ
と
り
、
歌
の
練
習

を
し
て
い
る
中
、
ま
わ
り
は
子

供
の
運
動
場
…
…
。

そ
れ
で
も
何
で
も
当
日
へ
。

お
酒
を
呑
む
時
に
唄
う
の
は
何

と
も
思
わ
な
い
の
に
、
敢
え
て

『
歌
』
を
聞
か
れ
る
事
が
こ
ん

な
に
緊
張
す
る
事
だ
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
、
『
エ
ー

イ
〃
』
と
ば
か
り
に
冷
酒
を
三

杯
頂
戴
し
て
、
唄
う
頃
に
は
い

い
気
分
。
た

っ
た
五
分
の
歌
だ

け
ど
、
何
十
年
ぶ
り
か
に
味
わ

う
緊
張
感
は
、
自
分
に
と

っ
て

い
い
刺
激
に
な
っ
た
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―＝
■
可
＝
＝
劇

さ
に
は
、
尻
尾
を
巻
い
て
逃
げ

出
し
た
い
程
で
し
た
。

今
や
カ
ラ
オ
ケ
は
生
活
の
中

の

一
つ
の
文
化
と
言
え
る
程
に

解
け
込
ん
で
い
る
。
歌
の
好
き

な
人
が
好
き
な
時
に
唄
え
る
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
等
も
、
身
近

に
あ

っ
て
も
良
い
と
思
う
。
公

民
館
役
員
の
方
々
の
お
骨
折
り

に
感
謝
し

つ
つ
、
楽
し
か

っ
た

一
夜
を
思
い
出
し
て
い
る
。

上

′召

武

人

気
分
は
越
路
吹
雪
で

宮

下

澄

子

生
来
い
や
と
は
言
え
な
い
性

分
で
、
本
堂
先
生
か
ら
お
電
話

を
頂
い
た
時
も
、
電
話
の
向
こ

う
に
人
探
し
で
苦
労
し
て
い
る

お
姿
が
う
か
び
、
二
つ
返
事
で

引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
な
―
に
、
区
の
大
会
だ
も
の

楽
し
く
歌
え
ば
い
い
ん
だ
ら
。
」

と
思

っ
て
い
た
ら
と
ん
で
も
な

い
。
松
村
さ
ん
に
お
聞
き
し
た

ら
優
勝
し
た
人
は
町
の
大
会

ヘ

も
出
る
と
い
う
。
さ
ぁ
大
変
だ
。

お
引
き
受
け
し
た
以
上
三
区
の

代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
に
せ
ね
ば
。
気
ば
か
り
あ

せ
る
が
、
主
人
と
行
っ
た
ス
ナ
ッ

ク
で
は

「
父
ち
ゃ
ん
の
方
が
う

ま
い
に
。
」
と
言
わ
れ
て
す

っ

か
り
落
ち
込
み
ま
し
た
。

結
果
は
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
上
手
く
も
な
い
私

が
優
勝
で
き
た
の
も
三
区
の
皆

様
の
応
援
の
お
か
げ
で
す
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
み
や
げ
を
二
つ

一
、
子
ど
も
が
寝
て
か
ら
主
人

と
二
回
程
練
習
に
行
き
ま
し

た
。
二
人
連
れ
は
何
年
ぶ
り

で
し
ょ
う
。

二
、
あ
の
白
い
ド
レ
ス
は
結
婚

式
の
時
の
も
の
。
当
然
着
れ

な
い
と
思

っ
て
い
た
ら
、
体

が
ス
ン
ナ
リ
入
り
、
思
わ
ず

ニ
ン
マ
リ
０

区
報

「萩
の
郷
」

編
集
委
員
の
旅

日
頃
区
報

「萩
の
郷
」
を
御

愛
読
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
共
、
編
集
委
員
会

で
は
、
日
毎
変
り
行
く
下
市
田

の
行
事
、
出
来
事
を
編
集
し

つ

つ
、
歴
史
あ
る
郷
土
を
振
り
返

り
、
読
み
や
す
く
楽
し
い
紙
面

を
と
頑
張
ち

て
お
り
ま
す
。

区
報
編
集
委
員
は
、
十
月
十

一
日
に
松
代

・
小
布
施
方
面

ヘ

研
修
の
旅
に
行

っ
て
情
報
収
集

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
幸
い
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
史
跡

や
歴
史
に
も
触
れ
、
今
後
の
区

報
作
り
に
い
か
さ
れ
れ
ば
と
、

思

っ
て
お
り
ま
す
。

摯

■
一

動
．３
１
麟

，
　
　
　
カ

~~″
●

ヽ

‥
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ』

「
Ａ

，
た
，
魯

ぷ
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楽
し
い

一
日
で
し
た林

ゝ
′
Ｖ
■

=∫妻ミ

料
も
無
く
お
米
も
沢
山
取
れ
な

い
の
に
供
出
は
厳
し
く
食
料
不

足
で
し
た
。
あ
の
頃
の

事
を
思
う
と
、
今
は
何

と
贅
沢
な
世
の
中
に
な
っ

た
こ
と
か
と

つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
先
日
は
下

市
田
の
敬
老
会
に
招
待

し
て
下
さ
り
、
区
長
さ

ん
よ
り
御
祝
い
の
品
や

ら
励
ま
し
の
お
言
葉
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
民
踊
ク
ラ
ブ
等
の
皆
さ

ん
の
発
表
を
見
せ
て
も
ら
い
、

一
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
長
生
き

の
お
か
げ
で
す
。

品
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
茶
道

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
心
を
こ
め

た
抹
茶
を
、
心
静
か
に
戴
き
敬

老
会
場

へ
行
く
。

会
場
は
七

ｏ
八
分
通
り
の
高

寿
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
楽
し
そ

う
に
談
笑
し
て
お
ら
れ
た
。
間

も
な
く
開
会
に
な
り
下
井
区
長

さ
ん
の
ご
挨
拶
、
来
賓
の
吉
川

町
長
さ
ん
の
祝
辞
が
行
な
わ
れ

た
。
表
彰
さ
れ
る
七
十
七
歳
、

八
十
八
歳
、
九
十
歳
以
上
の
夫
々

の
代
表
者
に
記
念
品
が
授
与
さ

れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
よ
り
盛
大

な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
私
も
表

彰
さ
れ
た

一
人
と
し
て
、
こ
の

幸
せ
に
強
く
感
激
し
た
次
第
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り

一
層

各
自
が
健
康
に
留
意
し
て
生
き

が
い
を
求
め
、
余
生
を
生
き
抜

い
て
参
り
た
い
と
思
う
。
や
が

て
宴
会
と
な
り
、
こ
の
間
大
正

琴
、
民
謡
踊
り
、
詩
吟
等
ク
ラ

ブ
員
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い

発
表
が
あ
り
、
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
心
ひ
か
れ
す
ば
ら
し

い
演
技
に
見
と
れ
て
、
楽
し
い

時
間
で
あ

っ
た
。
中
間
に
と
び

入
り
番
組
が
あ
り
、
町
長
さ
ん

区
長
さ
ん
代
理
さ
ん
三
人
の
伊

那
の
勘
太
郎
の
歌
や
、
そ
の
他

二
人
の
歌
謡
曲
が
披
露
さ
れ
た
。

私
も
旧
制
中
学
時
代
に
覚
え

た
木
村
岳
風
流
の
棄
児
行
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
、
楽
し
い
敬
老

祭
は
終

っ
た
。

恒
例
の
下
市
田
区
文
化
祭
り
、

敬
老
会
が
、
十
月
十
六
日
０
、

十
七
日
ω
の
両
日
、
下
市
田
公

民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。二
階
展
示
会
場
に
は
、
書
、

陶
芸
、
水
墨
画
、
生
花
、
絵
画
、

手
芸
、
編
物
、
文
集
、
新
刊
図

書
等
が
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
飾

ら
れ
、
屋
外
展
示
の
盆
栽
も
多

数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
、
年
々
向
上
が

み
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
出
来
栄

え
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
に
は
、
多
数
の
お
集

ま
り
を
い
た
だ
き
、
茶
道
部
の

抹
茶
の
席
で
は
心
を
和
ま

せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

表
彰
者

へ
の
記
念
品
贈

呈
の
後
、
祝
宴
に
入
り
、

大
正
琴
、
詩
吟
、
舞
踊
、

飛
び
入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
等

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の

中
で
は
、
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
、
「
あ
り
が
た
い
」

「
よ
か

っ
た
、
よ
か

っ
た
」

と
大
喜
び
で
、
感
謝
の
気

持
ち
を
表
わ
し
て
下
さ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

多
く
の
方
々
に
文
化
祭

り
に
参
加
し
、
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
昨
年
よ
り
企
画
し

た
お
た
の
し
み
会
は
、
体
育
部

が
中
心
に
な
り
、
空
缶
積
み
、

空
缶
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
ま

し
た
。
順
番
待
ち
の
列
が
で
き

る
ほ
ど
で
、
子
供
達
を
中
心
に

大
変
盛
り
上
が
り
好
評
で
し
た
。

今
年
は
、
生
花
の
出
品
が
ゼ

ロ
と
い
う
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

あ
り
、
教
養
部

一
同
で
生
花
に

取
り
組
み
、
悪
戦
苦
闘
し
ま
し

た
。
来
年
は
、
華
道
部
の
方
に
、

是
非
出
品
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
盛
大
の
う
ち

に
文
化
祭
り
、
敬
老
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
今
年
で
九
十
二
歳
で
す
。

昔
は
人
生
五
十
年
と
云
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
は
八
十
年
、
九
十

年
と
長
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
常
生
活
や
食
生
活
が
良
く

な

っ
た
か
ら
で
す
。
私
も
随
分

と
長
生
き
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
は
色
々
な
事
が
あ
り

ま
し
た
。
思
い
出
し
て
も
数
え

切
れ
な
い
程
で
す
。　
一
番
苦
し

か

っ
た
の
は
戦
争
中
で
す
。
肥

楽
し
か

っ
た
敬
老
祭上

沼

正

清

い
。
然
し
人
生
の
節
目
と
し
て
、

私
も
も
う
そ
ん
な
年
に
な

っ
た

の
か
と
感
慨
も
深
く
、
自
分
な

が
ら
時
の
過
ぎ
去
る
早
さ
を
感

じ
た
。
そ
し
て
喜
び
の
気
持
ち

を
胸
に
足
早
に
公
民
館
に
参
り

受
付
を
す
ま
せ
た
。

公
民
館
主
催
の
文
化
祭
も
開

催
さ
れ
て
お
り
、
各
会
場
の
展

示
作
品
を
拝
見
し
た
。
長
き
は

十
五
年
も
の
年
月
を
文
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
、

新
し
い
時
代
に
沿

っ
た
活
動
を

さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
等
、
日
頃

の
努
力
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
作

喜寿の上沼正清さん

園
轟
■

餞
瓢
属麟

七
十
歳
に
な
る
と
恒
例
の
敬

老
祭
に
招
待
さ
れ
る
。
私
も
本

年
七
十
七
歳
を
迎
え
た
の
で
喜

寿
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
招
待
状

を
戴
い
た
。
七
十
七
歳
は
草
書

で
喜
と
書
く
こ
と
に
よ
り
、
昔

か
ら
長
寿
を
喜
ん
だ
意
味
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
人
生
五
十
年

と
言
わ
れ
た
時
代
で
は
当
然
で

あ
る
が
、
現
代
の
人
生
八
十
年

時
代
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な

卒寿の林薫さん

庫
″
レ

年
“Ⅲ
リ

・・一
一̈一一＝
‐‐‐‐‐下

市

日

区

つ
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「
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町
の
中
心
ら
し
い
地
域
に

に
力
を
入

れ
、
田

・
囲
に

関
し
て
は

年
間
計
画
の
常
会
検
討
を
経

て
の
樹
立
、
区
独
自
の
運
動

会

・
芸
能
祭
を
通
し
て
の
区

民
交
流
〈
葛

０
に
つ
い
て
は
、

今
年
初
め
て
青
壮
年
が
区
だ

け
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
出
店

し
ま
し
た
。
婦
人
が
区
全
体

か
ら
希
望
者
を
募
り
、
下
水

道
の
先
進
地

へ
視
察
に
行
き

ま
し
た
。
ま
た
②
は
特
に

一

澤
」皇

「

■

一
区

」ヒ

貞Б

役
場
、
小
中
学
校
等
が
あ
り

町
の
行
政
、
文
化
、
教
育
、
経

済
の
中
心
地
で
あ
る
と
と
も
に
、

四
五
七
世
帯
、　
一
、
四
〇
〇
人

の
発
展
途
上
の

一
大
混
住
地
域

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

田
　
ふ
れ
あ
い

と
助
け
合
い
。

②
　
独
立
世
帯

を
無
く
す
。

０
　
青
壮
年

・

婦
人
の
結
東
。

鮒
　
国
道

へ
の

道
の
拡
張
。

一
六
世
帯
も
あ
り
ま
す
の
で
、

加
入
勧
誘
を
折
に
ふ
れ
し
て
い

ま
す
。
り
に
つ
い
て
は
地
区
計
画
に

よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
老
人
ク
ラ
ブ
等
団
体

育
成
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

今
後
家
業
後
継
者
の
育
成
、

和
と
活
力
あ
る
地
域
作
り
に
区

を
挙
げ
て
活
動
し
て
ゆ
き
ま
す
。

二
区
は
北
に
出
砂
原
、
西
に

一
区
南
、
三
区
に
隣
す
る
部
落

で
、
面
積
は
小
さ
い
方
か
ら
二

番
目
か
な
？

戸
数
も
少
な
い

方
か
ら
二
番
目
か
な
？

現
在

は

一
二
〇
戸
で
八
常
会
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
部
落
の
性
格
か

ら
し
て
、
お
と
な
し
く
て
教
養

の
固
ま
り
の
様
な
人
達
ば
か
り

で
す
。
部
落
諸
先
輩
の
努
力
に

よ
り
、
二
区
内
の
道
も
大
分
整

理
拡
幅
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

二
区
　
宮

沢

　

務

農
免
道
路

・
朝
霧
道
路

・
河
原

の
カ
ヌ
ー
競
技
施
設
の
話
し

・

キ
ラ
ヤ
等
お
店
進
出
の
話
し
等

二
区
が
様
変
り
を
す
る
様
な
話

も
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

関
係
で
は
、
毎
年
若
い
人
達
の

協
力
で
、
夏
祭
り
を
盛
大
に
行

な
う
事
が
出
来
、
町
民
運
動
会

を
行
な

っ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
場

を
作

っ
て
お
り
ま
す
。

今

一
番
の
課
題
は
、
二
区
会

所
の
建
設
で
す
。
町

・
区
当
局
、

地
主
の
松
島
さ
ん
、
部
落
皆
様

の
協
力
御
支
援
を
得
ま
し
て
、

建
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
桜
の
咲
く
頃
に
は
、　
一
一

八
坪
の
立
派
な
会
所
が
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
部
落
の
拠
点
と
し
て
今
以
上

に
住
み
良
い
部
落
作
り
に
努
力

し
ま
す
。

一区行事の一コマ

初
め
ま
し
て
。
ま

つ
ば
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
す
。
Ｒ

一
五
三
を
座

光
寺
か
ら
高
森

に
入

っ
て
バ
ス

を
御
覧

に
な

っ

た
方
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、

送
迎
バ
ス
じ

ゃ

な
い
ん
で
す
。

実
は
キ

ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
だ

っ

た
ん
で
す
。
家

族
四
人

で
、
冬

以
外
は
キ

ャ
ン

プ
に
出
掛
け
て

い
ま
す
。
昨
年

ま

で
は
、　
テ
ー
ブ

ル
な

ど

の

セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を

一
人

で
や

っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
子
供

達
も
手
伝

っ
て
く
れ
る
様

に
な

―

―

‥
―

‥―

―

ら

、
持

で
ア
ウ

ト
ド

ア
ラ
イ

フ

を
楽
し
ん

で
い

―
！
―
！
―
！
―
―
‥
！

ま
す
。

そ
ん
な

わ
け
で
、
家
を
留
守
に
す
る
事

も
多
く
常
会
、
ご
近
所
の
方
に

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
保
育
園
の
事
も
あ
り
、

下
市
田
に
越
し
て
き
て
二
年
程

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
気

が

つ
い
た
事
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
事
で
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
は

好
き
な
の
で
よ
く
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
人
を
覚
え

る
事
が
出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

五区 松 葉 勝 美

遊 遊 白 書

子 供 と共 に
六区 木 下  昇

こ
ち
ら
に
住

む
よ
う
に
な
り

約
二
年
、
春
祭

り
、
夏
祭
り
等

様
々
な
行
事
に
声
を
か
け
て
頂

き
、
参
加
す
る
度
知
り
合
い
も

増
え
、
地
域
の

一
員
に
加
わ
れ

た
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
皆
、

開
放
的
で
き
さ
く
な
人
ば
か
り

で
心
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。

私
に
は
、
七
才
、
五
才
、
三

才
に
な
る
子
供
が
い
て
、
休
日

に
は
家
族
で
、
山

へ
、
川

へ
、

公
園

へ
と
出
か
け
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
幸
い
近
く

に
公
園
や
広
場
に
恵
ま
れ
、
子

供
達
と
よ
く
す
べ
り
台
や
、
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

子
育
て
期
の
親
子
に
と
っ
て
、

と
て
も
住
み
易
い
所
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
の
趣
味
の

一
つ
に
ヵ
メ
ラ

が
あ
る
の
で
す
が
、
天
竜
川
に

立
ち
こ
め
る
霧
の
合
い
間
に
差

す
陽
の
光
が
、
と
て
も
幻
想
的

で
美
し
か

っ
た
の
で
、
写
真
に

残
し
た
い
と
思
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
待

っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ

ん
。

・ :′

___亀

報囀

1‐ ■
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下
市
田
の
石
碑
と

デ相
壮理
脇
ツ
（そ
の
二
）

田
　
日
　
正
　
幸

前
回
は
庚
申
様
関
係
の
庚
申
塔
、
青

面
金
剛
碑
な
ど
と
、

秋
葉
塔
、
金
毘
羅
塔
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
昔
は
近
所
、

同
志
、
親
戚
が
集

っ
て
、
豊
作
に
感
謝
し
家
族
の
健
康
と
子

孫
の
潔
一課
を

‐
祈
」釣
・撼
一期
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
は
馬
頭
観
世

音
、
蚕
玉
様
、
十
王
様
の
紹
介
を
し
ま
す
。

馬
頭
観
世
音
　
　
　
　
　
　
　
に
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
が
大
部

石
碑
、
石
仏
な
ど
種
類
は
大
　
分
で
、
像
を
浮
彫
り
し
た
も
の

へ
ん
多
い
が
庶
民
信
仰
の
中
で
　
は
十
五
基
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
浮

一
番
多
い
の
は
馬
頭
観
世
音
で
　
彫
り
像
は
、
古
代
印
度
の
理
想

あ
る
。
旧
道
の
辻
、
集
落
の
は
　
的
国
王
で
あ

っ
た
転
輪
王
が
馬

ず
れ
、
墓
地
の
近
く
に
見
ら
れ
　
に
跨

っ
て
四
方
を
駆
巡
り
悪
魔

る
馬
頭
観
世
音
の
石
碑
は
下
市
　
を
打
ち
降
し
て
い
る
恐
ろ
し
い

田
に
百
基
以
上
あ
る
。
自
然
石
　
怒
り
の
姿
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
畜
生
類
を
守
る
観
音

様
と
し
て
信
仰
し
馬
の
安
全
を

祈

っ
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
が
、

農
耕
や
荷
物
運
び
に
働
い
た
馬

の
死
後
の
霊
を
供
養
し
た
碑
で

あ
り
ま
す
。
昔
は
荒
れ
地
や
雑

木
林
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
へ
馬
を

葬

っ
た
の
で
出
砂
原
の
六
地
蔵

左
前
の
石
碑
は
あ
の
付
近
の
物

を
集
め
た
の
だ
が
、
三
十
七
基

の
中
、
馬
頭
観
世
音
が
二
十
三

基
も
あ
り
ま
す
。
文
字
を
刻
ん

だ
も
の
に
は
馬
頭
観
音
、
馬
頭

観
世
音
大
士
な
ど
あ
り
ま
す
。

蚕
玉
様
の
碑

昔
か
ら
こ
の
地
方
は
養
蚕
が

盛
ん
で
し
た
。
明
治
に
な

っ
て

生
糸
の
輸
出
に
伴
い
農
家
の
経

済
の
依
存
度
も
高
く
な
り
農
家

時
代
か
ら
蚕
玉
様
の
信
仰
が
盛

ん
に
な
り
保
食
神
、
馬
鳴
菩
薩

な
ど
を
蚕
玉
大
明
神
、
蚕
玉
様

と
し
て
同
志
や
、
個
人
で
石
碑

や
祠
を
建
て
て
祀
り
蚕
の
霊
の

供
養
と
作
柄
の
安
定
を
祈

っ
た
。

小
正
月
十
四
日
に
は
、
ま
ゆ

玉

（米
の
粉

で
つ
く
る
。
）
を

飾

っ
て
豊
作
の
喜
び
と
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
蚕
玉
様
祭
り

を
し
ま
す
。
集

っ
た
人
々
は
酒

盛
を
し
な
が
ら
、
ま
ゆ
の
と
れ

高
の
自
慢
や
飼
い
方
の
工
夫
、

悩
み
な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。

十
三
様
の
像

人
は
日
常
、
大
小
の
悪
い
こ

馬頭観世音の碑

左=転輪王の浮彫立像 (像60cm)高 さ65m
。4区間ケ沢観音堂入口 。天保 5年 (1834)建立
。この他下市田区に15基 ほどある。
右=馬頭観世音 (文字)高 さ58“
。3区江戸ケ沢保育園下 。安永 8年 (1779)建立
。この他下市田区内には90基 ぐらいある。

n■
1`｀
l

ヽ`
'| |

蚕玉様の碑

左=馬鳴菩薩の浮彫立像 (像76m)高 さ145m
。2区会所前辻  。弘化 4年 (1847)建立
。この他 4区南沢、新井 (松源寺平)な どにある。
右=蚕玉大明神 (文字)高 さ88“
。5区武陵地一号墳  。嘉永 4年 (1851)建立
。この他5区新井原、4区間ケ沢、2区金部などにある。

十三の石像
。1区唐沢 (北村耕地)  。高さ34～ 36οπ
。前にあるのは人頭杖と浄破璃の鏡。
。天保15年 (1844)建立
。4区間ケ沢観音堂 (清水庵)に は高さ29～ 30mの十二の
石像一式 (16体 )がある。(江戸中期のものらしい。)

と
を
し
て
い
る
の
で
、
生
き
て

い
る
中
に
十
王
様
を
供
養
す
る

と
、
あ
の
世
べ
行

っ
て
裁
か
れ

て
も
罪
が
軽
く
な
る
と
信
仰
し

ま
し
た
。
仏
教
の
説
話
に
よ
れ

ば
、
死
ん
だ
人
は
冥
土

（死
ん

だ
人
の
霊
が
迷
い
行
く
と
い
う

世
界
、
黄
泉
の
国
と
も
い
う
。
）

へ
行
き
、
再
び
生
ま
れ
か
わ
る

ま
で
瞼
し
い
道
、
お
そ
ろ
し
い

毒
蛇
が
棲
む
三
途
の
川
な
ど
測

り
知
れ
な
い
困
難
な
旅
を
続
け

な
が
ら
、
初
七
日
の
秦
広
王
に

始
ま
り
三
回
忌
の
転
輪
王
ま
で

十
人
の
王
の
裁
き
を
受
け
て
、

そ
の
罪
状
に
よ
っ
て
次
の
世
は

何
に
な

っ
て
何
所

へ
生
れ
る
か

決
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
十
王
の

中
に
は
、
よ
く
話
に
聞
く
閻
魔

王
（様
）
に
は
、
死
後
五
十
七
日

に
お
目
に
か
か
り
裁
き
を
受
け

ま
す
。
十
王
像
の
他
に
奪
衣
婆
、

人
頭
杖
、
浄
破
璃
の
鏡
な
ど
も

一
緒
に
祀

っ
て
あ
り
ま
す
。

以
上
、
簡
単
な
解
説
で
あ
り

ま
す
が
、
写
真
の
説
明
も
参
考

に
し
て
、
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ

で
は
蚕
室

（長
屋
）
や
二
階
建

の
大
き
な
家
を
建
て
て
増
産
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
れ
て
江
戸
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「自
分
を
見

つ
め
る
」

波
田
野
　
玲
　
子

の
だ
ろ
う
。
」
悲
し
み
の
中

で

自
分
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
た
。

こ
れ
が
初
め
で
あ
る
。
そ
の
後

の
人
生
は
、
自
分
の
弱
さ
を
見

つ
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
近
く
た
ち
、

二
人
の
子
の
親
と
な

っ
た
。
子

ど
も
達
も
毎
日
、
い
ろ
ん
な
出

来
事
の
中
で
喜
ん
だ
り
傷

つ
い

た
り
し
て
い
る
事
だ
ろ
う
。
私

に
で
き
る
の
は
、
「
一
生
」
と

私
が
、
小
学
四
年
の
時
だ

っ

た
。
ク
ラ
ス
の
中
に
女
子
だ
け

の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
。

態
度
の
良
く
な
い

（あ
く
ま
で

グ
ル
ー
プ
の
主
観
だ
が
）
女
子

を
学
校
の
裏
庭

へ
呼
び
出
し
、

よ

っ
て
た
か

っ
て
意
見
を
す
る

の
で
あ
る
。
い
じ
め
で
あ
る
。

私

に
グ
ル
ー
プ

ヘ
入
る
よ
う

言

っ
て
き
た
。
入
る
の
は
い
や

だ
。
で
も
断
れ
ば
い
じ
め
ら
れ

る
。
悩
ん
だ
挙
げ
句
思
い
つ
い

た
の
は
、
両
方
の
意
見
を
平
等

に
聞
く

マ
イ
ク
持
ち

の
役

で

お
酒
を
浴
び
る
ほ
ど
飲
み
た

い
が
懐
は
寂
し
い
。
そ
ん
な
あ

な
た
に
和
風
シ
ョ
ッ
ト

「柳
や
」

は
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
店
で
守
る
べ
き
ス
タ
イ
ル

は
、

コ
ッ
プ
酒
で
グ
ビ
グ
ビ
飲

む
こ
と
で
す
。

「
お
酒
ち
ょ
う
だ
い
」
と
頼

ん
だ
な
ら
、
現
わ
れ
た
お
姉
さ

ん
が
そ
の
手

で
し

っ
か
り
と

ポ

ッ
ト
を
抱
え
て
く
る
の
を
見

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

コ
ッ
プ
に
な
み
な
み
と
お
酒
を

注
い
で
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、

あ

っ
た
。
ま
る
で
道
化
師
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
が
精

一
杯
だ

っ

た
。
三
度
程
そ
ん
な
こ
と
を
し

た
後
、
教
師
の
耳
に
入
り
、
グ

ル
ー
プ
の
者
は
注
意
を
受
け
て

解
散
と
な

っ
た
。
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
私

も
同
罪
で
あ
る
が
、
私
は
注
意

を
受
け
な
か

っ
た
。
私
だ
け
注

意
を
受
け
な
か

っ
た
事
で
、
友

達
か
ら
冷
た
く
さ
れ
、
陰
口
を

た
た
か
れ
た
。
「
自
分
は
な
ん

て
弱
い
人
間
だ
ろ
う
。
ど
う
し

て
誘
わ
れ
た
時
断
れ
な
か

っ
た

溢
れ
る
ま
で
注
が
れ
る
お
酒
を

コ
ッ
プ
の
下
の
受
け
皿
が
責
任

を
も

っ
て
受
け
止
め
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。

酒
好
き
な
あ
な
た
に
は
、
ち
ょ

い
と
飲
ん
で
受
け
皿
の
酒
を

コ
ッ
プ
に
戻
す
時
、
「
ニ
ャ
ッ
」

と
し
な
が
ら
、
「
こ
れ
だ
よ
な
」

と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
料
理
は
す
べ
て

一
口

サ
イ
ズ
の
小
皿
で
出
て
く
る
の

が
、
他
の
店
で
は
な
か
な
か
味

わ
え
な
い
風
情
と
な

っ
て
い
ま

す
。

□
園
畷
辞

い
う
物
差
し
で
、
気
長
に
子
ど

も
達
と
関
わ

っ
て
い
く
事
で
は

な
い
か
な
あ
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

戦
争
で
日
本
に
苦
い
思
い
を

し
た
欧
米
が
、
国
力
の
低
下
と

牙
を
抜
く
た
め
、
農
地
開
放
、

財
閥
解
体
と
武
力
放
棄
を
日
本

に
さ
せ
ま
し
た
。
勝
者
が
敗
者

を
裁
く
の
で
す
か
ら
水
に
落
ち

た
犬
を
叩
く
の
に
似
て
、
い
と

も
簡
単
で
し
た
。
東
洋
の
暴
れ

者
を
少
な
く
と
も

一
世
紀
以
上

閉
じ
込
め
、
足
腰
立
た
せ
ぬ
わ

い
、
快
哉
と
祝
杯
を
あ
げ
た
も

の
で
し
た
。
そ
う
で
す
、
世
界

の
警
察
を
気
取
り
民
族
意
識
を

軽
視
し
、
武
力
投
資
に
は
し
り

肌
の
色
の
白
い
順
が
、
進
化
の

過
程
証
明
だ
と
信
じ
て
、
異
文

化
を
物
珍
し
さ
の
対
象
と
し
か

捕
ら
え
ず
に
居
た
結
果
で
す
。

先
頃
、
イ
ン
テ
リ
の
ア
メ
リ
カ

人
に
酔

っ
て
ま
く
し
立
て
て
や

り
ま
し
た
。

一
、
欧
米
の
発
明
、
イ
ン
ド
の

精
神
、
中
国
の
文
化
を
吸
収

昇
華
し
て
発
展
し
て
き
た
日

本
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
点

駅
日
本
。
其
の
道
程
を
知
ろ

う
と
せ
ず
に
日
本
を
理
解
出

来
な
い
。
自
動
車
も
、
電
気

も
、
造
船
も
、
工
場
の
生
産

管
理
法
も
み
な
、
日
本
は
出

藍
の
誉
れ
高
い
も
の
ば
か
り

で
す
。
彼
等
は
我
々
が
西
洋

を
知

っ
て
い
る
半
分
も
知
ら

な
い
で
は
な
い
か
。

一
、
箱
庭
文
化
と
馬
鹿
に
し
て

い
た
日
本
の
伝
統
芸
に
脱
帽

し
た
ら
如
何
で
す
か
。
軽
薄

短
小
の
製
品
の
時
代
、
ま
さ

に
凝
り
性
日
本
の
お
家
芸
で

す
。
そ
れ
は
永
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
寺
子

屋
の
数
、
文
盲
率
は
世
界
最

低
で
す
ぞ
。
特
に
伊
那
地
方

に
於
て
は
、
食
う
も
の
も
節

約
し
て
子
供
に
読
み
書
き
を

習
わ
せ
た
と
か
。

一
、
日
本
の
俳
句
を
知

っ
て
欲

し
い
。
こ
の

「
矮
小
の
詩
」

は
省
略
文
化
の
最
先
端
た
る

も
の
で
す
。

実
は
、
数
年
前
よ
り
俳
句
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
省
略
の

文
芸

ス
ケ

ッ
チ
と
言
わ
れ
る
様

に
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
で
も
期
限
迫
り
作

っ
た

作
品
も
、
ミ
ニ
自
分
史
で
残
り

ま
す
。
ま
た
日
記
が
付
け
ら
れ

ぬ
者
に
と
り
拙
い
軌
跡
書
と
は

な
り
ま
す
。
実
は
現
在
の
最
大

の
懸
案
事
項
は

「
母
の
俳
句
集

の
編
纂
」
な
の
で
、
健
在
な
う

ち
実
行
し
た
い
と
思
い
つ
つ
越

年
し
そ
う
で
す
。

故
里

の
味
め
ぐ
り上

沼

政

夫

「
う
し
お
」

が
あ
り
ま
す
。

こ

こ
で
仕
上
げ

の

ロ
ー
メ
ン
を
い

た
だ
く
の
で
す
。

こ
の
店

の
特
徴
は
、
そ
の
日

の
気
分

・
食
欲

に
よ

っ
て
選

べ

る
盛
り
の
種
類

で
す
。
並
か
ら

超
々
大
盛
ま
で
四
段
階

に
分
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
腹
と
相

談
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

ロ
ー
メ
ン
を
ご
存
じ
な
い
方

も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
ゆ
で

た
焼
き

ソ
バ
の
よ
う
な
も
の
で
、

具
は
キ

ャ
ベ
ツ
と
肉
。
味
は
と

い
え
ば
、
「
ウ
～

ン
？
」

一
度
食

べ
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

支
払
い
金
額
に
対
す
る
酔
い

加
減
と
い
う
分
野
で
は
、
す
で

に
定
評
の
あ
る
店
で
す
。

今
回
、
取
材
と
称
し
て
飲
ん

で
食
べ
た
の
は
、
暑
か

っ
た
の

で
、
生
ビ
ー
ル
の
中
を

一
杯
、

王
道
の
コ
ッ
プ
酒
二
杯
と
小
皿

の
料
理
九
品
、
し
め
て
二
人
分

程
。
こ
れ
で
今
時

一
万
円
札
で

お
釣
り
が
く
る
の
が
嬉
し
い
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
店
の
場
所
は
、
伊
那
市
駅

の
西
側
の
細
い
路
地
の
中
。

庶
民
の
強
い
味
方
な
の
で
す
。

さ
て
、
「
柳
や
」
を
出

て
十

五
秒
の
所

に
次

に
紹
介
す
る

貿
易
摩
擦
と
俳
句唐

沢

武

文

盗
炒
爬
燿

晟
Ｆ
υ
ん瞑
文
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広
島
平
和
バ
ス
に
参
加
し
て

小
六

串

原

知

佳

（六
区
）

ま

っ
た
の
だ
ろ
う
な
。
」
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
被
爆
じ

た
人
の
様
子
を
ろ
う
人
形
で
作
っ

て
あ
り
ま
し
た
が
、
ひ
ふ
が
た

れ
さ
が

っ
て
い
て
、
目
を
お
お

い
た
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
人

影
の
石
は
、
石
に
人
の
影
が
う

つ
っ
て
い
て
、
と
て
も
び

っ
く

り
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
広
島

平
和
バ
ス
に
参
加
し
て
、
平
和

と
い
う
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
原
子
爆
だ
ん
は
、
た

っ

た
ひ
と

つ
お
と
し
た
だ
け
で
、

人
間
や
、
す
べ
て
の
物
を
な
く

し
て
し
ま
い
ま
す
。
世
界
中
に
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
が

一
日

も
は
や
く
来
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
平
和
バ

ス
に
参
加
し
た
人
た
ち
と
、
こ

れ
か
ら
も
ず

っ
と
お
友
達
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
の
末
、
巣
か
ら
落
ち
て

い
る
ツ
バ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見

て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
、

拾

っ
て
帰

っ
た
。
早
速
鳥
か
ご

の
下
に
広
告
を
ひ
き
、
牛
乳
を

の
ま
せ
て
入
れ
て
や
っ
た
。
朝

起
き
て
来
て
見
た
ら
足
音
を
聞

き
、
「
チ

ュ
ン
、

チ

ュ
ン
」
と

鳴
い
た
の
で
、
牛
乳
を
の
ま
せ

た
。
そ
の
う
ち
、
牛
乳
も
あ
き

入
試
と
い
う
壁

中
三

松

下

恭

介

（二
区
）

な
状
態
で
僕
は
ど
う
す
れ
ば
と

考
え
る
わ
け
で
す
。
友
達
と

一

緒
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
独
自
で
進
む
か
と
。

も
ち
ろ
ん
他
か
ら
見
れ
ば
、
自

分
の
進
路
を
見
す
え
て
進
む
の

が
良
い
で
し
ょ
う
が
、
僕
は
、

あ
ま
り
人
が
で
き
て
い
な
い
も

の
で
、
そ
う
は
で
き
ま
せ
ん
が
。

そ
も
そ
も
僕
の
家
は
二
人
姉

弟
で
姉
二
人
と
僕
。
や

っ
ぱ
り

男

一
人
は
大
変
で
す
。
プ
レ
ツ

シ
ャ
ー
が
男
二
人
の
家
と
比
べ

る
と
二
倍
の
し
か
か
る
か
ら
大

変
で
す
。
期
待
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
な
る
わ
け
で
す
。　
一
人
息
子

を
お
持
ち
の
御
両
親
、
焦
ら
せ

な
い
よ
う
気
長
に
み
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
温
か
い
お
茶
で
も
入

れ
子
供
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

下
さ
い
。
中
三
の
松
下
恭
介
の

心
か
ら
の
願
い
で
す
。

八
月
五
日
の
日
に
、
丸
山
公

園
を
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
送

ら
れ
、
広
島
べ
向
い
ま
し
た
。

六
日
の
朝
広
島
へ
着
き
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
た
く
さ
ん
の

被
爆
者
や
遺
族
の
方
た
ち
が
来

て
い
て
、
慰
霊
碑
の
前
で
は
、

お
花
や
お
線
香
を
上
げ
て
手
を

あ
わ
せ
、
中
に
は
、
泣
い
て
い

る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
様
子
を
見
て
い
る
と
、
原
爆

の
落
ち
た
時
の
お
そ
ろ
し
さ
が

私
に
も
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
そ
の
後
平
和
公
園
を

見
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
た
く

さ
ん
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
し
た
。

た

っ
た

一
つ
の
原
爆
で
た
く
さ

ん
の
死
者
や
犠
牲
者
が
出
る
な

ん
て
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
、
こ
の
平
和
公
園
で

一
番
心
に
残

っ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
教
師
と

子
ど
も
の
碑
で
す
。
先
生
が
子

ど
も
を
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

と
て
も
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

「太
き
骨
は
、
先
生
な
ら
む
、

そ
の
そ
ば
に
小
さ
き
頭
の
骨
あ

つ
ま
れ
り
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
た
ぶ
ん
、
先
生
を
た
よ

り
に
子
供
た
ち
が
集
ま

っ
て
き

て
、
先
生
は
そ
の
子
ど
も
た
ち

を
必
死
で
守
ろ
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
に

原
爆
資
料
館
を
見
ま
し
た
。
原

爆
の
お
ち
た
八
時
十
五
分
で
止

ま

っ
て
い
る
時
計
や
、
そ
の
時

着
て
い
た
服
な
ど
が
あ
り
、
服

は
持
ち
主
の
名
前
が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。
「
き

っ
と
こ
の
服

の
も
ち
主
は
、
な
く
な

っ
て
し

中
三
で
す
。
入
試
で
す
。
さ

あ
大
変
。
特
に
お
父
さ
ま
、
お

母
さ
ま
方
は
、
な
に
か
と
勉
強
、

勉
強
と
、
あ
い
さ

つ
代
わ
り
に

口
に
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
。
偉
そ
う
な
こ
と
を
言

っ

て
い
る
自
分
も
実
は
困

っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
区
か
ら
作

文
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
今
の

て
き
た
ら
し
く
、
少
し
し
か
飲

ま
な
く
な

っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど

お
父
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
の
、
子
供

電
話
相
談
室
を
や

っ
て
い
て
、

ひ
き
肉
で
飼
う
と
よ
い
と
聞
い

て
、
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
早

速
食
べ
さ
せ
て
み
た
ら
、
す
ご

い
食
べ
っ
ぷ
り
だ

っ
た
。
あ
ま

り
ひ
き
肉
を
食
べ
さ
せ
る
と
、

油
が
の
っ
て
飛
べ
な
く
な
る
の

複
雑
な
こ
の
胸
の
内
を
文
章
に

表
わ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
取
り

除
こ
う
と
い
う
の
で
す
。
な
か

な
か
い
い
も
の
で
す
。

僕
達
は
、
入
試
と
い
う
も
の

を
と

っ
て
も
遠
い
も
の
と
思

っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
入
試

と
い
わ
れ
て
も
パ
ッ
と
せ
ず
、

普
通
の
生
活
を
送

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
本
当
は
自
分
だ
け
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。
中
三
は
部
活

も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
あ
と
は
勉
強

と
い
う
悲
劇
の
学
生
時
代
の
ま
っ

た
だ
中
な
わ
け
で
、
入
試
を
目

指
し
て
や
る
ゾ
ー
っ
と
丸
く
な
っ

て
勉
強
す
る
人
は
見
た
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
そ
の
よ
う

′
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

″
鰤

左が串原知佳さん

巣
か
ら
落
ち
た
ツ
バ
メ

小
六

木
　
村
　
　
　
葵

（四
区
）

で
、
か
わ
り
に
そ
う
め
ん
を
た

べ
さ
せ
て
み
た
。
ひ
き
肉
と
同

様
に
、
す
ご
い
す
ご
い
食
べ
っ

ぶ
り
で
し
た
が
、
お
腹
の
す
き

が
早
い
様
で
し
た
。
私
達
が
留

守

の
あ
い
だ
、
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
が
え

さ
を
や

っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、

出

口
を
針
金

で
と

め
、
電
気
を
消
し

て
、
お
ば
あ
ち

ゃ

ん
が

仕

事

場

に

行

っ
た
時
、

ツ
バ
メ
が
出
て
来

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
背
中
に

飛
び

つ
い
て
来
ま
し
た
。
小
さ

な
ツ
バ
メ
で
も
、
頭
が
い
い
ん

だ
な
―
と
思
い
ま
し
た
。

左が木村葵さん

7
■
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私
達
の
グ
ル
ー

プ
し
ら
ぎ
く
会

に
つ
い
て
紹
介

致
し
ま
す
。

私
達
の
グ
ル
ー

プ
は
七
名
で
、

し
ら
ぎ
く
会
の
名
の
も
と
に
下

市
田
全
域
か
ら
集
ま
っ
て
お
り
、

月
に

一
回
、
第
四
木
曜
日
に
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
、

長
野
よ
り
菊
城
流
の
先
生
が
来

て
下
さ
り
、
歌
謡
舞
踊
、
民
踊

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。先
生
よ
り
手
ほ
ど
き
を
受
け

る
様
に
な

っ
て
か
ら
と
い
う
も

の

一
名
と
し
て
か
け
る
こ
と
な

民
踊

し
ら
菊
会

森
　
山
　
千
代
江

く
、
皆

一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て

楽
し
く
続
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
自
主
練
習
と
し
て
、

月
に
二
～
三
回
位
行
な

っ
て
お

り
ま
す
。

私
達
は
上
達
が
日
的
で
な
く

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
健
康

と
美
容
の
た
め
和
気
調
調
と
し

て
、
練
習
に
練
習
を
重
ね
て
い

る
こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
ま
で
に
習

っ
た
踊
り
も
老

人
ホ
ー
ム
、
他
の
施
設

へ
の
慰

間
、
公
民
館
行
事
、
各
種
の
行

事
に
参
加
し
発
表
す
る
場
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
慰
問
等

で
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
時
は
少

し
で
も
役
に
立
て
た
な
あ
、
習
っ

グループ紹介

て
い
て
良
か

っ
た
の
で
は
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

年

一
回
の
発
表
会
も
あ
り
、

東
京
よ
り
家
元
、
長
野
か
ら

も
他
の
先
生
方
が
応
援
に
か

け

つ
け
て
下
さ
り
、
日
頃
の

私
達
の
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
場
も
も
て
ま
す
。

最
後
に

一
言
、
私
達
が
こ

の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動

で
、
家
を
留
守
に
す
る
こ
と

も
多
く
な
り
が
ち
で
す
が
、

家
族
の
方
達
の
協
力
が
あ
れ

ば
こ
そ
出
来
る
も
の
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

一

´
＾

や

轟
′
Ｆ

亀

無
チ

劇
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Ｑ
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掛
マ

続
け
よ
う
ね
と

つ
ね
づ
ね
話
し

て
お
り
ま
す
。

下
市

田
読
書
会

加

藤

勝
又
恒

一
さ
ん
が
下
市
田
公

民
館
の
主
事
だ
っ
た
頃
、
グ
ル
ー

プ
育
成
推
進
の
よ
び
か
け
が
あ

り
、
小
川
博
志
さ
ん

（図
書
部

長
）
ら
と
相
談
の
結
果
、
島
崎

藤
村
の

「夜
明
け
前
」
を
読
み

合
わ
せ
し
よ
う
と
、
昭
和
四
十

二
年
春
発
足
し
ま
し
た
。

当
初
の
会
員
は
勝
又
恒

一
、

小
川
博
志
、
小
川
光
男
、
秋
田

寅
二
郎
、
酒
井
伝
、
竹
内
昭

一
、

串
原
喜
代
枝
、
杉
田
美
幸
他
の

諸
氏
で
し
た
。
「
夜
明
け
前
」

の
長
篇
を
読
み
終
え

「破
戒
」

「新
生
」
「
の
び
支
度
」
と
藤
村

作
品
を
読
み
つ
い
で
い
く
中
、

会
員
も
大
分
入
れ
替
り
、
今

一

度

「夜
明
け
前
」
を
と
い
う
希

望
で
、
再
び

「夜
明
け
前
」
を

完
読
し
ま
し
た
。
指
導
者
も
勝

又
恒

一
先
生
、
酒
井
先
生
、
藤

松
先
生
と
代
り
、
十
年
程
前
か

ら
二
木
先
生
に
お
世
話
に
な

っ

て
お
り
ま
す
。
或
る
時
は
出
席

者
三
、
四
人
と
い
う
消
え
入
り

そ
う
な
夜
も
あ
り
ま
し
た
が
、

二
十
五
年
余
の
長
い
年
月
、
よ

く
読
み
続
い
た
も
の
と
今
更
な

が
ら
感
服
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
平
成
元
年
か
ら

「
平

今
後
も
、
私
達
し
ら
菊
会
を

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

み

つ
江

一勇

御
盤
摯

。

は
、
平
氏
が
わ
ず
か
の
間
に
急

激
に
中
央
政
界
に
躍
り
出
て
栄

華
を
極
め
ま
す
が
、
そ
れ
も
束

の
間
、
や
が
て
あ
わ
た
だ
し
く

滅
び
去
る
、
華
麗
に
し
て
悲
運

な
物
語
で
す
。
文
語
体
で
難
解

な
ケ
所
も
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、

琵
琶
に
合
わ
せ
て

今
に
語
り
継
が
れ

た
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
流
暢
な
文
で
、

皆
で
声
を
合
わ
せ

て
朗
読
を
繰
り
返

し
、
先
生
に
解
釈

し
て
頂
い
て
読
み

進
ん
で
い
ま
す
。

只
今
％
程
読
み
終

え
ま
し
た
。

勉
強
会
は
月
二

回

一
時
間
半
位
で

年

一
回
は
研
修
と

親
睦
を
兼
ね
て
旅

行
し
ま
す
。
木
曽

路
、
鎌
倉
、
秋
山

郷
、
浜
松
等
、　
一

泊
又
は
日
帰
り
で

す
。
会
員
も
十
八

名
で
こ
の
頃
は
出

席
率
も
よ
く
、
始

め
に
季
節
の
歌
な

ど
合
唱
し
て
雰
囲
気
が
大
変
和

み
ま
す
。

野
か
ら
上
が

っ
て
忙
し
く
家

族
の
夕
飩
を
と
と
の
え
、
休
む

間
も
な
く
か
け
つ
け
る
夏
の
夜
、

ほ
っ
と
し
て
姫
撻
に
温
り
た
い

の
を
我
慢
し
、
寒
い
夜
道
を
着

ぶ
く
れ
て
出
か
け
る
冬
の
公
民

館
と
、
気
の
重
い
時
も
あ
る
け

れ
ど
、　
一
人
で
は
根
気
負
け
し

て
読
め
な
い
文
も
、
読
書
会
な

れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
あ
い
な
が

ら
、
足
ど
り
も
軽
く
戻
り
ま
す
。

編
集
後
記

初
秋
ま
で
続
い
た
異
常
気
象

で
農
作
物
を
始
め
、
各
方
面
に

わ
た

っ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
ま
し
た
が
、
晩
秋
に
な

っ
て

天
候
だ
け
は
秋
ら
し
く
な
り
ま

し
た
。
初
冬
の
多
忙
な
時
に
、
区
民

の
皆
さ
ん
か
ら
原
稿
を
寄
せ
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
回
は
、
区
三
役
の
改
選

・

会
計
中
間
報
告

ｏ
文
化
祭
り
、

敬
老
会

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
の

行
事
を
中
心
に
毎
号
継
続
し
て

い
る
地
域
紹
介
、
委
員
会
活
動

ｏ

グ
ル
ー
プ
紹
介
、
転
入
区
民
の

感
想
、
小
中
学
生
の
作
文
、
随

想

・
提
言
な
ど
記
事
と
写
真
に

よ
り
、
で
き
る
だ
け
親
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
編

集
し
ま
し
た
。
尚
、
新
企
画
の

「
下
市
田
の
石
碑
と
石
造
物
」

そ
の
二
も
掲
載
で
き
ま
し
た
。

編
集
が
終

っ
て
公
民
館
の
時

計
を
み
た
ら
十
時
二
十
分
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
新
委
員

に
な

っ
て
三
号
め
の
編
集
の
為
、

大
分
能
率
的
に
作
業
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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